
昭
和
布・
弱
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

文

法

ー
国

語

史
(
古

「
国
語
史
は
い
か
に
記
述
す
べ

き
か
」

と
い

う
特
輯

弓
国
語
と
国
文
学
』

府お・
ω)
に
川町せ
ら
れ
た 、
阪
入村
鴛
義
氏の
「
文
法
史に
つ
い
て
||疑

問

表
現の
変
濯を一
例と
し
て
||」

を 、
文
法
火
論
述の
方
向を
示す
もの
と

し
て 、
ま
ず 、
と
り
あ
げたい 。
疑
問
表
現に
関す
る
研
究は 、
氏
自
身の
も

の
を
含
め
て 、
すでに
多
く
発
表
さ
れてい
る
が 、
そ
れ
ら
を
縦
慌に
駆
使し

て 、
疑
問
表
現の
詩形
式に
お
け
る
ヤ・
ヵ・
ソ
な
どの
消
長や 、
い
わ
ゆ
る

「
疑
問
詞」
が
「
問
詞」
と
して
の
性
絡に
変
化し
た
こ
と
な
ど 、
「
疑」
と

「
問」
と
の
未分
化の
時
代か
ら 、
次
第に
「
問」
の
統一
的
形
式を
もつ
に

い
た
る
過
程を 、
派
生
的ま
た
相
関
的
現
象と
と
もに

描
き
出し 、
こ
れ
を 、

対人
関
係の
変
化を
要
因と
し
た
「
表
現
形
式の
論理
化」
と
解
釈す
る 。
要

を
得た
資
料の
媛
用に
よっ
て 、
複
雑
な
変
遷の
す
が
た
を
明
快に
解
きほ
ぐ

し
て
み
せ
た
成
果
は、
今
後、
一
特
定
共
時
態に
お
け
る
疑
問
表
現が
布の
ど

こ
に
ど
う
位
置
す
る
か
、

も
し
位
置
と
し
て
不
安
定
な
ら
ば
な
ぜ
か
(
そ
の
用

意
は
冒
頭の
総論
に
あ
る) 、
と
い
う

町
慮の
もとに
行
な
わ
れ 、
ひい
て
は

他の
文
法
範
磁の
史
的
研
究に
も
参
汚さるべ
きもの
と
思わ
れ
る 。

き
て 、
同
じ
く
減
問
友
現に
か
か
わ
る
もの
に 、
門
前
真一
氏の
相
次
ぐ
発

表が
あ
る
(『天
理
大
学
学
報』
泊 、
問
お・
3 、
同お 、
昭
お・
7 、

『山
辺

道』
7 、
昭
お・
3 、
同8 、
昭
お-
U) 。
い
ずれ
も
上
代の
「
己
然
形+

や」
に
関す
る
もの
で 、
「や」
は
詠一
嘆l
疑
問と
展
開し
た
もの
だと
す
る 。

ま
た
、

そ
こ
で
文
が
切
れ
ず
に
、

条
件
法
と
し
て
下
に
か
か
る
と
い
う
通
説
を

支
持
す
る 。
こ

の
形
式を 、
原
則と
して
切
れ
るの
だ
と
見る
佐
伯
梅
友
氏
説

法文

代)

|

和

政

田

不U

に

，九
し
て
は
、

石
井
文
夫
氏
「
巳
然
形
を
う
け
る
『
か
』
『
や
』

を
め
ぐ
っ
て
」

(『未
定
稿』
9 、
昭
お・
9)
も 、
一
様に
切れ
ると
す
るの
はい
か
が
か 、

と
疑っ
てい
る 。
己
然
形
単
独
用
法の
場
合に
つ
い
て
は 、
京
極
与一
氏
「
奈

良
時
代に
お
け
る
己
然
形の一
用
法」(『国
語
と
国
文
学』
昭お・
1)
が 、

既
定
条
件
法と
す
る
、必
説
を
排し
て 、
そ，」
で
切れ
る
感
動
表
現
形
式と
見た

い
と
し
て
い
る 。

ほ
か
に、
助
詞
に

関し
て 、
中
山
栄
氏
「
源
氏
物
語に
お
け
る
『
こ
そ』
の

『結ピ
ナシ』
に
つ
い
て」(『国
学院
雑誌』
昭お・
7)
が 、
原
題の
全
用

例を
分
館
整聞出
して 、
付月一 ‘
世の
係
結
法
崩
壊が
ど
うい
う

点か
ら
起るか
を
暗

示し
て
い
る
が 、
蔵
野
嗣
久
氏
「
中
世
初
期の
強
調
表
現
!

?」
そ』
の
用
法

を
中
心と
して
l」

(『国
文
学
孜』
泊 、
昭臼・
6)
が
沃
事百
座・
打
開・

今
比
日
・

LT山
本
説
話
・

宇
治
拾
遣
の
五
資
料
の
破
片怖
を
八
つ
の
型
に
分
け
て
挙
げ

て
い
るの
と
見
較
べ

る
こ
と
が
で
きる 。
此
島
正
年
氏
「
源
氏
物語
に
お
け
る

助
詞
『へ』」(『国
学院
雑
誌』
昭お・
7)
は
「に」
と
「へ」
と
の
交
渉を

論
じ
た
もの
で、
源
氏
物語
に
す
でに
「へ
」

の
「に」
へ
の
接
近
が
「
文
体

的
な」
立
場で
な
さ
れてい
ると
す
る 。
陪楠
本
研一
氏
「
源
氏
物語に
お
け
る

『て』
の
用
法をめ
ぐっ
て(一)」(
同
前)
は 、
動
詞の
アスペ
ク
ト

に
わ

た
る
問
題の
よ
う
で
あ
るが
未
完で
ある 。
橘
誠
氏「
源
氏
物語の
語
法・
用

語
例の一
号
察
|『次に

て
見
奉ら
まほ
し』
系の
語に
つ
い
て
l」

(国
学
院

『日
本
文
学論
究』
却 、
昭
お-
m)
は
「
相
手を
女に
して」
と
解す
る 。

杉
山
富
佐
子
氏
「}
源
氏
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て
|
終
助
詞
を
通
し
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て

l」
(
『
女
子
大
国
文
』
目、
昭
お
・
7
)

は、
か
つ
て
浜
田
敦
氏
の
行
な守

た
万
葉
集
で
の
希
望
表
現
の
二
類、
「
希
求」
「
願
虫」

の
別
を
源
説
に
求
め
た

も
の
で
あ
る
が、
終
助
制
そ
の
も
の
の
機
能
と
し
て
は
明
ら
か
な
区
別
は
見
出

せ
な
レ
と
い
う。

稲
垣
瑞
稔
氏
「
訓
点
資
料
に

残
さ
れ
た
古
代
の
助
副
『
い
』」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
目
、

開
お
・
1)
は、
「
レ」
の
用
法
を
約
か
く
分

断叫
し
た
よ
で、

な
お
未
調
究
資
料
の
用
例
を
候
っ
て
所
以
は一
決
定
す
べ

き
だ
と

し
て
い
る。
が
、

た
と
い

人工
用
例
の
調
査
が
完
了
し
た
と
し
て
も、
な
お
耕
助

詞
か
副
助
制
か
あ
る
レ
は

準
体
助
副
か
と
レ
っ

た
決
定
は
で
き
な
し
の
で
は
な

か
ろ
う
か。
古
語
の
あ
る
も
の
が 、
は
る
か
古
代
の
文
法
機
能
と
と
も
に、
特

殊
な
叩村
山崎
に
生
存
を
つ
づ
け
た
例
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る。

後
に
見
る
が、

阪

AH
篤
花
氏
は
こ
れ
を
名
詞
精
成
の
1
接
児
形
式
と
問
述
づ
け
て
い
る。

助
動
詞
に
つ
い
て。
門
前
正
彦
氏

「
品伐
文
訓
読
小人
上
の
一

問
題
|
助
動
詞

『
ざ
り

』
に
つ
い
て
1」

(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
日 、
昭
お
・
2)
は 、
平

安
朝
初
期
の
訓
点
本
で
「
ず
・

あ
り
」

を
回
数
え
作
た
の
に
対
し、

「
ざ
り
」

は
3
し
か
な
く、

い机
円
本
紀
日
命
に

も
「
ざ
り」
明
記
の
も
の
は
な
い
か
ら、

奈
良
時
代
の
決
字
文
献
訓
読
の
際
は
「
ず
・

あ
り
」

で
統
一

す
べ
き
だ
と
レ
う

も
の
。

小
林
芳
規
氏
「
漢
文
訓
読
山人
か
ら
見
た
れ
消
の
制
法」
(
『
文
学
論
藻
』

川口、
昭
お
・
3
)

は、

打
消
の
訓
法
を
盤
列
し
た
J
で、

波
文
訓
読
山人
記
述
に

当
つ

て
は
訓
点
資
料
の
時
代
的
先
後
関
係
よ
り
も
示
派
別
の
訓
法
に
注
意
す
ベ

守
こ
と
を
提
楽
す
る 。
こ
れ
に
対
し 、

春
川
和
男
氏
「
述
休
格
に
た
っ
「
非」

字
の
訓
!

石
山
苛
肘
蔵
金
光
明日取
勝
王
続
古
点
よ
り
|」

(『
訓
点
訟
と
訓
山a
資

料
』

印
、

明
日刊
・
日)
は 、
制
系
涼
派
の
訓
に

も
な
お

い点
以
が
あ
り、

原
淡
チ

の

忌
昧
用
法
に

よ
っ
て

も

変
遷
に

遅
述
の
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
べ
き
だ
と
し

た。
用
法
別
と
い
え
ば、

策
応
裕
氏
の
調
査
報
告
「
平
安
時
代
に
お
け
る
助
動

制
・

助
討
の
連
接
関
係(

二
・
(
二
)
」
(
『
計
量
国
語
学
』
口
、

は、

昭
お
・
6

昭
お
・
9
)

は、

助
動
制
・

助
討
が
二
一治
以
上
辿
援
す
る
場
合
に、

そ
の
辿
結

の
ま
ま
と
り
あ
げ
て
そ
の
位
相
を
見
ょ
う
と
レ
う
の
で
あ
る
が、

こ
れ
は
一

つ

の
助
動
制
の
芯
吠
に
つ
レ
て
桝
ベ
る
場
合
に
も
考
慮
す
べ
き
方
法
で
あ
ろ
う。

森
川立不
明
氏
の
「
助
動
詞
タ
ゾ
の
源
流
私
見」
(『
文
学
・

語
学』
口 、
昭
お
・

9) 、
「
和
歌
に
お
け
る
マ
ク
ホ
シ
と
7
ホ
シ
に
つ
い
て」
(『
未
定
稿
』
9、
昭

町四
・
9) 、
「
少
女
巻
『
鳴
り一

向
し
明
り

や
ま
む
』
の
解
釈
|

敬
語
が
な
い
こ
と

と
ヤ
ム
が
四
段
で
あ
る
こ
と
と
|」

(
間
前)
の
三
篇
は 、
そ
れ
ぞ
れ
小
林
芳
規

氏、

武
井
隆
男
氏 、
佐
伯
梅
友
氏
そ
の
他、
に

対
す
る
修
正
意
見
で、
一

は
タ

シ
生
成
の
母
胎
に
ネ
ブ
タ
ン
を
擬
す
る
も
の 、
二
は7
ホ
シ
が
既
に

古
今
集
の

時
代
か
ら
和
歌
に
用
い
ら
れ 、
マ
ク
ホ
γ
の
領
域
が
狭
隣
化
し
て
い
た
(
速
銭

動
詞
に
偏
り
が
あ
る
)

と
す
る
も
の
、

三
は
標
題
の
部
分
を
独
自
体
と
見
て
、

ム
が
命
令
を
衣
わ
す
の
で
な
レ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る。

い
ず
れ
も
明
快

で
あ
る
。

只
域
文
雄
氏
の
「
ふ
た
た
び
終
止
形
接
続
の
『
な
り
』
の
意
味
に
つ

い
て

l|
悩
怠
的
断
定
を
あ
ら
わ
す
と
み
る
侭
説

||」
(
『
徳
島
大
学
学
芸
学

的
紀

前ζ
9、
明
日ω
・
3)
は、
根
題
の
「
な
り」
が
「
旅
定
的
事
析
を
情意

的
に
断
定
す
る
意
味
を
表
わ
す
」

と
い
う
の
で
あ
る
が、
こ
れ
が

「
推
定」

「
断
定」
「
詠
嘆」

な
ど
の
範
鴎
と
ど
う
呉
な
り
ど
う
か
か
わ
る
の
か、

ま
た、

め
り
・
ら
む
・
ら
し
な
ど
と
の
対
比
の
し
か
た、
「
代
入
」

な
る

方
法、

な
ど

に
不
安
が
残
る。

用
言
の
活
用
に

問
す
る
も
の
と
し
て
は
、

原
田
芳
規
氏
「
活
用
形
式
の
分
岐

・

交
潜
と
意
味

||l
『
隠
る
』
の
古
活
用
な
ど

111」(『
椅
蔭
文
学
』

ロ、
昭

芸
大
学
研
究
報
告
L一
日
、
昭
お
・
2
)、

小
久
保
出
明
氏
「
千
梨
本
系
大
銃
に
お

け
る
『
お
は
す』
川
川
学J」
(『
語
文』
ロ 、
昭
お
・
3) 、

石
川
禎
紀
氏
「
形
容

刈
カ
リ
寸前
川
の
終
止
形
に
つ
レ
て

||『
多
か
り
』

そ
の
ほ
か

||」
(
『
解
釈
』

昭
お
・
8)
な
ど
が
あ
る。
原
田
氏
の
は

泊
放
怖
士
の
「
忘
る」
の
見
方
に
な

ら
っ
て
「
何時
る」
「
は
る
く」
な
ど
を
説
こ
う
と
す
る
も
の 、

白
地
氏
の
は
凹

段
・

下二
段
「
分
く
」

の
使
い
分
け
が

平
安
朝
以
後
漸
次
下二
段
優
勢
と
な

り、

四
段
「
分
る
」

と
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
し
う
も
の、

小
久
保
氏
の
は

MK
題
の
活
を
サ
変
・
四
段
両
様
と
す
る
も
の、

石
川
氏
の
は
副
題
の
語
の
用
例

を
さ
が
し
た
も
の
だ
が、

終
止
形
以
外
の
報
告
も
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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法

用
言
の
用
迭に
関
し
て 、
山口
亮二
氏
「
動
詞
の
重
複
形
式に
つ
い
て
||

『に』
『と』
を
合
す
る
形
式
を
主に
||」

戸『国
語
国
文』
昭
お・
6)
は 、

「
行
き
行
き
て」
の
よ
う
な
重
複
形に
は
状
態
性
が
加
わ
る
が 、
「に」
を
介

し
た
「
行
きに
行
く」
は
動
作
の
進
行
皮
や
状
態の
完
成
度
の
強
調
で
あ
り 、

「と」
を
介
し
た
「
行
き
と
行
く」
は
名
詞
の
数
近
性
の
強
調
だ
と
説い
て
い

る 。権
文
論
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は 、
青
山
徹
氏
「
桐
歪
『
限
り
な
き
御
思

ひ
ど
ちに
て』

||
連
用
形
と
禁
止
表
現と
の
関
聯に
つ
い
て
||」

(『言
語

と
文
芸』
昭
お・
7)
が 、
い
わ
ゆ
る
対
偶
否
定
法と 、
い
わ
ば
対
偶
命
令
法

(
例
え
ば 、
「よ
く

学
び 、
よ
く

遊べ」 0)
と
の
違い
を
論
じ 、
上
位
連
用
形

に
「
て」
が
付
く
こ
と
に
よっ
て
前
者
は
下
位
の
否
定
の
意
が
遮
断
さ
れ
る
の

に
対
し 、
後
者
は
「
て」
を
通
過
し
て
命
令
の
意
が
上
位に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る

か
ら 、
「
限
り
な
き
御
思
ひ
ど
ちに
て 、
な
疎
み
給
ひ
そ 。」
に
お
け
る
下
位
の

「
禁
止」
は 、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
「
命
令」
の
み
が
上
位に
及
ん
で 、
結
局

「
限
り
な
き
御
思
ひ
ど
ち
に
て
あ
れ 。
な
疎
み
給
ひ
そ o」
の
意に
な
る
の
だ

と
説い
た 。
傍
証
も

確
か
で
文
脈に
も
合い 、
こ
の
箇
所の
解
釈
と
し
て
も

定

説
と
な
るべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。

松
尾
拾
氏
「『
準
体
句』
お
よ
び
『
連
休
修

飾
句
を
う

け
る
体
言』
が
た
つ
憾の
表
示
法に
つ
い
て」
(『
文
学・
語
学』
口 、

昭
お・
9)
は 、
絡
助
詞
研
究
の
新
し
い
視
点と
し
て 、
(
二
広
く
絡
表
示

の
方
法
を
求
め 、
助
制ゼ
ロ
の
場
合
や
副
助
詞
を
付
け
た
場
合
ま
で
見
渡
し
た

上
で
格
助
詞
を
位
置づ
け
るべ
きこ
と 、
(二)
格
助
詞
と
そ
れ
を
う
け
る
用

言
と
の
関
係
だ
け
を
見
る
の
で
な
く 、
博
文
全
体
か
ら
検
討
すべ
き
こ
と 、
を

提
案
し 、
そ
の
実
践
の一
部
を
示
し
て
い
る 。
浅
野
信
氏
「、源
氏
物
語
『
文』

の
主
体
論」
(『国
学
院
雑
誌』
昭
お・
7)
は 、
文
の
「
主
体」
(い
わ
ゆ
る

主
語)
の 、
現
代
語
と
趣
き
を
異に
す
る
あ
り

方
合
源
氏
物
語
の
用
例
で
述べ

た
も
の
で
あ
る 。

語
構
成
論
に
関
し
て
は 、
阪人科
篤
美
氏の
「
古
代
日
本
語に
お
け
る
名
詞の

構
成」
(『国
語
国
文』
昭
お・
日)
に
注
目
し
た
い 。
万
葉
集
中の
普
通
名
詞

文

九
九
二
語
に
つ
い
て 、
そ
の
語
末
の
音
節
を
検
討
し
た
結
果 、
古
代
日
本
語
の

，J/
，JJ
，Jf
 

名
詞
は
、

足
本
的
に
u

a
1
2一
母
音
の
接
尾
と
い
う
方
式
に
よ
っ
て
権
成
せ
ら

，〆/
JJf
，JJ

れ
た
と
し 、
綜
合
的
な
性
格
の
語
を
待
成
す
る
u

(
交
替
形
は
O)
接
尾
方
式

に
よ
る
も
の
か
ら 、
次
第に 、
な
お
形
容
認
的
な
意
味
の
強い
「
情
態一寸
こ
を

構
成
す
るa
(
交
替
形
は
O)
接
尾
方
式に
移
り 、
さ
らに 、
コ
卜・

モ
ノ
と

し
て
の
概
念
の
明
確
さ
を
有
す
る
名
討
を
構
成
す
る
1

後
厄
方
式に
推
移
し

た 、
と
い
う

経
過
を
想
定
し
た 。
そ
し
て
布の
事
情は
動
詞の
活
用
形と
無
紋

で
は
あ
り
得
ず、

動
詞
的
性
格
を一
不
す
法
本
形
式
は
、

最
も
士口
い
u

接
尼
方
式

に
よ
る
ゐ
の
で
あっ
た 、
と
す
る 。
ホの
地
想に
よっ
て
解
決
さ
れ 、
ま
た
は

新
た
に
導
き
出
さ
れ
る
問
題ば 、
論
文
中に
触
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
に
も
な
お

多い
と
思
わ
れ
る 。
な
お 、
右は
部
分
的に
す
で
に
氏の
こ
れ
ま
で
の
論
考に

瞥
見
さ
れ
た
が 、
当
該
年
度の
も
の
と
し
て
は 、
方
策
三
三
七
O
の
「M 4
E
終

爾」
を
ヒ
ル
ハ
ス
ガ
ラニ
と
訓
むべ
きこ
と 、
お
よ
び
ヨ
モ
ス
ガ
ラ・
ヒ、平モ

ス
(
ガ
ラ)
の
原
義に
つ
い
て
論
じ
た
「『し
み
ら』
と
『
す
が
ら』

||ヒ

ネ
モ
ス・
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
の
意
味
||」(『万

葉』
位 、
昭
お・
ω)
が
あ
る 。

ほ
か
に
上
代
語
の
語
構
成に
触
れ
る
も
の
と
し
て 、
西
宮一
民
氏「『
具フ』
の

仮
名
遣
を
め
ぐっ
て」(『万
葉』
引 、
昭
お・
叩)
は 、
「
十へ五」
を
な
味
す
る

「
そ
(
乙)」
「
ソ
(
甲
こ
交
笛
に
よ
る
煩
義
の
語
格
成
度
去ん
を
設
定し 、

「
十」
(
数
詞)
「7
ソ
鏡」
の
原
義
を
推
定
す
る 。
備
本
四
郎
氏
「
か
よ
りAH

は
ば
||

接
頭
語
と
指
示
副
詞
と
||」

(『K
子
大
国
文』
初 、
明
日初・
2)

は、
接
頭
語7
・
カ
は
動
詞に
上
接
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら、
同町
題の
「か」

は
副
詞と
すべ
き
こ
と
を
論
じ 、
田
辺
正
旧刀
氏
「
肯
活
の
鉱
脈
||
う
ち
ひ
さ

す・
う
ち
そ
や
し
l1l

(『
国
学
院
雑
誌』
昭
お・
5)
は
「い・
い
つ・
い

ち」
「
う・
うつ・
う
ち」
と
い
う一
群
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
副
題
の
「
う

ち
|」

は
「
打
ち」
で
は
な
く 、
ほ
め
こ
と
ぽ
だ
と
し
て
い
る 。

複
合
動
詞
に
つ
い
て 、
関一
雄
氏
「い
わ
ゆ
る
複
合
動
詞の
変
遷」
(『国
語

と
国
文
学』
昭
お・
2)
は 、
古
く

か
ら
の
成
立
を
認
め
る
立
吟
で 、
ま
ず
概

括
的に
自

他
の
別に
よ
る
述
接
傾
向
を
見 、
そ
の
怠
味
関
係お
よ
び
と

品川
話・

61 



下
位世間
が
次
第に
同
定
し
て
行
く
傾
向
を
指
摘し
た
後 、
上
代か
ら
ゆめ
る
「
入

り
立つ」
が
漸
次
「
立
ち
入
る」
に
い同
さ
れ
る
跡
を
た
どっ
て 、
意
味
の
重
点

が
「
入
る」
に
あ
る
点
を
等
し
な
み
に
見
れ
ば
共に
複
合
動
詞
と
見
て
よ
か
ろ

う
と
し
た 。
こ
れ
に
対
し
て 、
桜
井
茂
治
氏
「
平
安・
院
政
時
代
に
お
け
る

『
抜
合
動
己

||
関一
線
氏
の
論
文
を
読
ん
で
ll」

(
間
前 、
昭
お・
7)

は 、
関
氏
論
文
第一
章の
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
見
た
複
合
動
討
の
認
定の
し
か
た

に
不
備
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
上
か
ら
は
椋
題の
時
期に
お

い
て
い
わ
ゆ
る
桜
合
恥抑
制
は
認
め
ら
れ
ず 、
単
な
る
動
向の
辿
援
と
見
るべ
き

だ
と
す
る
説
を
支
持
し
た 。
思
う

に 、
個々
の
具
体
例に
お
け
る
変
化の
発
生

が
全
体に
及
ぶ
速
度 、
ニ一一口い
か
え
れ
ば
芥一
的
な
体
系
変
化の
し
か
た
が 、
文

法
機
能
と
行
閉山
と
で
は
m凡
な
る
の
で
は
ない
か 。
そ
れ
で
単(
位)
認
の
認
定が

一
一問
む
ず
か
し
く
な
る
わ
け
で
あ
ろ
う 。
な
お
構
文
論の
立
場
か
ら
は
被
合
動

詞
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か 。

敬
語に
問
し
て
は 、
雑
誌
『
同
文
学』
が
「
仮
説
法の
総
合
探
求」
を
特
輯

(
昭
お・
1)
し
て 、
令
聞一
京
助
氏
以
下

L
十
八
名の
執
加作
者
を
述
ね 、
種

種
の
観
点か
ら
敬
語
研
究
の
現
段
階と
敬
話
法
の
問
題
を
解
説
し
た 。
一
方 、

研
究
論
文に
お
L
て
も 、

古
代の
そ
れ
を
扱っ
た
もの
が
多
く
発
ん叫仇
さ
れ
た 。

と
ζ
ろ
で 、
一
般
の
文
法
巾人に
お
い
て
は 、
過
去
の
文
法
事
実の
記
述
は
お
お

む
ね
レ
わ
ゆ
ら
通
説
な
る
文
法
体
系に
従い 、
特に
異
を
立
て
る
こ
と
は
比
較

的
す
く
な
レ 。
こ
れ
は
文
法の
研
究
が
過
去の
文
法
一小
笠〈
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
か
ら
出
発
し 、
漸
次
休
系
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
忠
わ
れ
る 。
が 、

敬
語
史に
あっ
て
は
事
情は
全
く
川氏
な
る 。
尊
敬・
謙
譲・
丁
事と
い
う

名
称

に
よ
る
通
行の
三
分
類は 、
現
代の
主
体
的
敬
語
芯
殺に
よ
る
も
の
と
い
うべ

く 、
過
去
の
依
沼
市
笑
の
記
述に
は
過
し
ない
而
が
多い 。
敬市m
史
の
論
述
に

は 、
こ
の
点に
佐
胎
し
た
も
の 、
ま
た
は
こ
の
点の
解
決
を
目
指
す
も
の
が
多

く
な
る
わ
け
で
あ
る 。

粕
作
啓
子
氏
「
待
遇
法
体
系に
問
す
る一
一叩以
前」
(
お
茶
の
水
女
子
大
学

『
国
文』
日・
昭
お・
6)
は 、
「
承
る」
「
仕
る」
「
が」
な
ど
の
用
法
を
検

討
し
た
上、
い
わ
ゆ
る
謙
譲
語
を
「
関
係
待
遇」
「
自
己
卑
称」
の
二
つ
に
分
け

た
四
分
類に
よっ
て
平
家
物
話
の
敬
語
活
設
を
整
m比
し
て
レ
る 。
穐
回
定
樹
氏

「『
致
す』
『
仕
る』
の
交
渉」(『国
語
国
文』
昭
お・
4)
は 、
も
と
も
と
関

係
規
定
性に
根
ぎ
す
「
仕
る」
と
}市寸
前
語
出
自の
「
致
す」
と
の 、
形
慾
的
な

用
法
と
去
現
性の
二
国
を
検
討
比
較
し 、
交
渉の
い
ま
だ
し
い
中
世
前
期か
ら

深
く
交
渉
す
る
狂
言に
い
た
る
ま
で
の
状
態
を
通
じ
て 、
川川km
の
性
格
を
説い

て
い
る 。
北
村
句
子
氏
「
中
世
敬
語
の一
考
祭
||『ま

す』
の
源
流に
つ
い

て
||」

(『女
子
大
国
文』
山口 、
昭
お・
日)
は 、
副
題の
結
論
を
出
す
た
め

に 、
中
古
中
世に
わ
た
る
資
料の
「
ま
ゐ
ら
す(
ま
ら
す・
ま
る
す
ご
と
「
申

す」
と
の
交
渉
を
探っ
て
い
る 。
以
上 、
い
ず
れ
もい
わ
ゆ
る
謙
譲
語
か
ら
丁

箪
訴に
わ
た
る
当
該
語
の
用
法の
拡が
り

に
か
か
わ
る
もの
で 、
中
世か
ら
近

世へ
か
け
て
の
現
象に
属
す
る
が 、
杉
崎一
雄
氏
「『
侍り
た
う

ぶ』
に
つ
い

て」
(『国
学
院
雑
誌』
昭
お・
7)
は 、
中
古
の
「
侍
り
た
う

ぶ」
に
つ
い

て 、
問
干
よ
り

下
位
の
者
の
動
作
を
「
侍
り」

で
卑
下
し
て
聞
手
を
強
く

高
め

る一
方 、
動
作
者へ
の
倣
怠
と
し
て
「
た
う

ぶ
(
給
ふ
こ
を
添
え
た
もの
と

説
き 、
い
わ
ゆ
る
謙
泌
訴
を
「
客
体
敬
語」
と
「
自
己
卑
下」
と
に
分
け
るべ

き
こ
と
を
述べ
て
い
る 。
こ
の先聞
に
つ
い
て
は 、
別に 、
森
重
敏
氏「『はべ
り

た
う

ぶ』
に
つ
い
て」{『奈
良
女
子
大
学
文
学
会
研
究
年
報』
3 、
昭
お・
3)

が 、
「
侍
り
た
う

ぶ」
に
は
使
用
者に
よっ
て
「
荘
重」
と
も
「
噺
笑の
対
象

と
な
るべ
き
馬
鹿
T
WJ」
と
も
な
る
二
耐
性
(
現
代
の
「(ゴ)
ザ
ア
7
ス」

相
当)
が
あっ
た
と
し 、
「
た
う

ぶ」
は 、
寸J
市中.九回
「
侍
り」

へ
の
質
語
的
累

加
と
見
る 。
「
た
う

ぶ」
が
そ
う
な
る
類
例
と
し
て 、
上
代
の
文
献
や
宣
命
な

ど
に
見
ら
れ
る
「
附
し
給ふ」 、
勅
伊
集
の
訓
書
な
ど
に
門ん
ら
れ
る
「
の
た
う

ぶ」
そ
の
他
を
挙
げ 、
「
敬
称」
と
「
淡
称」
と
が
相
ザ一
に
な
外に
芥
目勿
に
能

移
し
作
た
こ
と
そ
強
凋
し
て
レ
る 。
イ栄
町
明
氏「『
申
し
た
ま
ふ』
私
見」(『
未

定
稿』
9 、
昭
お・
9)
は
めの
「
巾
し
給
ふ」
を
「
功
重
詰」
(
公
的
立
場

を
意
議
し
て
動
作
の
主
体
を
高
め
る
待
遇
表
現)
と
名づ
け、
前リ
敬
語
の
特
殊

用
法と
み
て 、
そ
の
附
由
を
上
代一言口
霊
山川
仰に
求
め
て
い
る 。
ほ
か
に
敬
語
の
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特
殊な
変
容を
指
摘し
た
もの
に 、
佐
藤
喜
代
治
氏
「
中
世
話
(国
語
研
究の

現
段
階と
問
題
点
こ
(『文
学・
語
学』
口 、
昭お・
9)
が
あ
り 、

法
華百

座
な
ど
で
四
段と
下二
段の
「
給ふ」
が
混
用
さ
れてい
る
例を
挙げ
てい

る 。
ま
た 、
変
容として
広く
知ら
れてレ
る
「ま
ゐ
る」
につ
い
て
は 、
宮

地
幸一
氏
「ま
ゐ
る・
ま
ゐ
ら
す
考」(『国
学
院
雑
誌』
昭お・
7)
が
その

問の
事
情と 、
類
義語
「ま
ゐ
ら
す」
との
出入の
周
辺を
さ
ぐってい
る 。

敬
語で
し
ば
し
ば
敬意の
高
低が
問
題に
さ
れ
る
が 、
宮
地
幸一
氏は一
ま

す・
い
ま
す・
ま
し
ま
す・
お
は
す・
お
は
し
ま
す

」
な
ど
を
「『ま
す』

族
敬
語」
と
し
て一
括し 、
その
敬
度・
位
相
等を
調
査して
連
載
(『国
学

院
雑
誌』
昭お・
1 、
昭お・
ω 、
昭お・
1
13 、

昭お・
5
16)
して

レ
る 。
鎌
田
広
夫
氏
「
源
氏
物語の
『
御
覧ず』
と
『
見
給ふ』」(『国
学
院

雑
誌』
昭お・
7) 、

桜
井
光昭
氏
「
今
昔
物語の
『
候ふ』
と
『
侍り』」

(『国語
学』
ω 、
昭お・
3)
は 、
共に 、
標
題の
語の
敬
度を
比
較し
て 、

前の
語の
方が
後の
語よ
り
も

高い
と
してい
る
が 、
後
半白は
両語の
用
法の

広
狭・
位
相を
も
説
き 、
今世田
物語
集の 、
例の
三
大説
話
群の
文
体に
も及

ん
で 、
説
得
力は
大きい 。

法文

さて 、
森
昇一
氏「
敬語の
複
合動
詞

||
聞き
驚き
歎
き
給ふ
11」(『国

学
院
雑
誌』
昭お・
7)
は 、
源
氏
物語を
例と
して
動
詞
連
接の
どこ
に
ど

うい
う

敬語が
位
置する
か
を
見た
後 、
敬語が
前に
も
後に
も
敬
意を
及ぼ

すこ
と
を
構
文
論の
問
題と
し
て
と
り
あ
げ 、
山
崎久
之
氏
「
室
町
時
代の
待

遇
表
現の
記
述
的
研
究
||古

本
能狂
言につ
い
て
||」(『群馬

大
学紀
要』

9 、
昭お・
6)
は 、
主
体
待遇の
段
階を
再説
詳論する
とと
もに 、
人に

関する
平
常語が
他の
待遇
語に
よっ
て
待
遇
価
値を
色
付け
され
るこ
と 、

「る
る・
ら
る
る」
に
も
それが
存する
こ
と
を
指
摘し
てい
る
が 、
敬語が

話
実に
かか
わ
る
事
実なが
ら 、
なお
文
法に
わ
た
る
面を
もっ 、
そのこ
と

の
解
明
も
今
後の
課
題の一
つ
で
あ
ろ
う 。

最
後に 、
秋
葉一
安
太
郎
氏
『
大
鏡の
研
究・
下
巻・
語
法
篇』
の
刊
行(昭

お・
ロ)
を
明
記し 、
その
多
年の
労に
敬
意を
表し
たい 。
本
書につ
い
て

は
森
野
宗
明
氏の
適切な
書
評が
ある
(『国語
学』
灯 、
昭町四・
ロ) 。

なお 、
未
見の
ため
言及し
符なかっ
た
論
文が
少なから
ずある 。
その

他の
不
備と
共に
押印くお
詫
び
申し
あ
げ
る 。
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